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第 1節 データについて

(原図・立教大学考古学研究会 )

第115図  岬町中滝城跡 (164)瀬 1量図  (最終H期、城・城主クラスD)

(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書 II』 より)

(原図・井上哲朗 )

第 116図 御宿町最明寺裏城跡 (169)概念図  (最終 H期、城 。城主クラスC)

(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書 II』 より)
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第 1章 城館の構造等について

夷隅地域 -2

tクリ

'・ ′   ||

(原図・立教大学考古学研究会 )

第117図 夷隅町大野城跡 (160)測量図  (最終III期 、城・城主クラスD)

(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書 II』 より)

(原図・半澤幹雄 ) 0           (1.'2.500)          loonl

第H8図 岬町矢竹城跡 (163)概念図  (最終Ш期、城・城主クラスD)

(『千葉県中近世城跡研究調査報告書 第13集』より)
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第 1章 城館の構造等について
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第120図 大原町城谷城跡 (166)概念図  (最終Ⅲ期、城 。城主クラスC)

(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書 II』 より)
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第121図 大原町金山城跡 (167)概念図  (最終Ⅲ期、城・城主クラスC)

(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書 II』 より)
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第 1章 城館の構造等について

夷隅地域 -6

第122図 大原町布施殿台城跡 (165)概念図  (最終Ⅲ期、

(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書

城・城主クラスC)

H』 より)
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(原図・椎名幸― )

第123図 勝浦市興津城跡 (172)概念図  (最終Ⅲ期、城・城主クラスC)

(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書 II』 より)
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第 1章 城館の構造等について
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第 126図 夷隅町万喜城跡 (159)概念図

(最終Ⅲ期、城・城主クラスB)

(『図説中世城郭事典 一』より)
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第 1章 城館の構造等について
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第 1章 城館の構造等について

市原地域-5
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第136図 市原市佐是城跡 (173)概念図  (最終Ш期、城・城主クラスC)

(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書 II』 より)
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君津地域-1

第 1節 データについて
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第146図 富津市峰上城跡 (200)概念図  (最終III期 、城 。城主クラスB)

(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書 II』 より)
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(『 千葉県の歴史 資料編 中世 1』 より)

一-135-―

躙

へ lイ ′̂̈…
ヽ

、

(1/5.lxx)) -'200m
i

轟

(最終Ⅲ期、城・城主クラスB)

Ⅸ 尾崎曲輪

浦贅水道 (東 京湾 )



（０「「Ｈ枷榊騨畑冊に像黒維奏壊祭コ爛〓押慶醸熙十し

（ＯКヽヽ相筆・筆′騒＞準哨）図φ黙８曽）奏咄量算紙斌捏泄Ｒ終　図９Ｈ選

督́〇

肛艇降」　。

第
1章

 
城

館
の
構

造
等

に
つ

い
て

う
す

ヽ
.、

。一ヽ
を

（騨雲熙翼′―址蜘К′墾　終≦。図氏）

ヽヽ

／／
/

tノ
/,´

一ヽ　＼

一
（‘）一　・

llQ

（ｓヽ「【榊部聯畑需姜愈要維墨避祭■月〓憚汽咲靭十し

ソ
r`7``だ

卓

夕 が
ユーロК

:色
4

ヽもヽ・
●
　＞

（耐く）

==  
′
,

ヽヽヽ・

ンノ

●／

′′
,'二

′́「

瀑
,当

曝

"雲
心

ム
｀

崎●ヽ・

．一
＾

■

．̈　″

澤一■

ｏｌ贅響泄瀬二ヽ
■「
ノ

:「
/´
多

::黎
 {:'

I
′ 二`

I〔
′

:高

｀く

七
版

]
、キ
リ
ヽ

ン
,い

堅
:図

´

`等

:

riク
π

ア
=黒

―
-136-―



第 1節 データについて

君津地域-7
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第155図 丸山町石堂城跡 (208)概念図  (最終H期、城・城主クラスD)

(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書 II』 より)
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第158図 館山市山本城跡 (215)概念図  (最終Ⅲ期、城・城主クラスE)

(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書 II』 より)

第159図  富山町富山城跡 (205)概念図  (最終III期、城 。城主クラスC)

(『千葉県所在中近世城館跡詳細分布調査報告書 II』 より)
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第 1章 城館の構造等について

安房地域-8
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第163図  富浦町岡本城跡 (206)演 1量図  (最終Ⅲ期、城・城主クラスA)

(『千葉県中近世城跡研究調査報告書 第 6集』より)

肺1

第164図 館山市館山城跡 (213)概念図  (最終IV期、城・城主クラスA)
(『千葉県の歴史 資料編 中世 1』 より)
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第 2節 地域別特色

本節では、県内の城館跡について、時期や機能や城主等の諸要素は除外したもので、その地域的特色の

概要を数量的に把握するために試みたものである。房総は地域によって地形が全 く異なり、それによって、

領主権力は、如何に地形に即 した有効な城館を築 くかを意識していたに違いなく、地形を無視した分類・

考察等は有効性がないと考えている。

1.立地 につ いて (第 4表、第165図 )

地形区分については、地質図 (第 4図)で も明らかではあるが、東飾・印膳・千葉 。香取・海匝・山武等

県北部地域における占地は殆 どが台地上である。丘陵の占地については、香取・ 山武で若干見られ、市原

は台地 とほぼ同割合、次いで君津・夷隅の占地は台地の半分以下が丘陵、長生 。安房は殆どが丘陵に占地

する。また、県南部の市原・君津・安房地域で若干低地の館跡が検出されている。これは、県北部の台地

地域の谷が狭い樹枝状を呈するのに比べ、南部では河川が比較的広大な沖積地を形成していること、沖積

地上にも古代遺跡が確認されており、その調査に伴って検出されたことなどに起因するであろう。

立地内の位置については、先端部が東飾・印藩・香取・海匝・市原地域に多 く、千葉・安房が内部 とほ

ぼ同割合、山武 0長生・夷隅・君津等房総中央部が先端から奥 (山全域)が先端部 とほぼ同割合である。

千葉・安房地域の台地または丘陵内部の城館跡については、南屋敷遺跡 (第 44図 )・ 池ノ尻館跡 (第 21図 )

等、千葉 0印藩地域の発掘調査例から、15世紀前半までの防御をあまり意識 しない館跡の可能性があろう。

また、山全体に占地するものが多い地域は、井田・酒井・武田・土岐・正木氏等の国人領主権力の大きさ

や築城意識 も考えられよう。

立地する比高については、まさに地形に即 したものであるが、南に行 くほど高 くなる傾向が明白である。

2。 曲輪数 につ いて (第 4表、第166図 )

主要郭数については、大差はないが、夷隅・君津地域が若干多い。しかし、腰曲輪数については、地域

により大きな差があり、夷隅地域が50以上、君津・安房地域が40～ 50、 長生地域が40余 りでこの 4地域が

突出している。次いで山武・市原地域が20余 り、香取・海匝地域が15前後、東飾・印藩・千葉地域が10以

下である。これらは、やはり台地地形 と丘陵地形の占地の差によるものが大きいが、長生・夷隅・君津・

安房地域の曲輪数の多さは、立地の項で述べた様に、丘陵斜面に無数の平場を造成する領主の築城意識に

よるものもあろう。

3.曲 輪面積 につ いて (第 4表、第166図 )

主要郭の面積については大差ないが、広い台地地形を有する東飾地域がやや広い。腰曲輪については、

前項の曲輪数と同様、夷隅・君津地域の面積がやや広い。外郭部については、千葉地域が突出し、次いで

東飾地域が顕著である。これは抽出したデータにもよるが、東飾地域は、古 くからの開発によって破壊さ

れて概念図がない城館跡 も多 く、小金城 (第 19図 )等の広域な面積の城館跡が平均面積を上げていること、

千葉地域については、生実城 (第50図 )・ 小弓城 (第 49図 )が平均面積をあげていることがある。しかし、

基本的には台地上の城郭が広い曲輪を確保 し易いことが要因であろう。長生 。安房地域はデータ上、外郭
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第 2節 地域別特色
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第165図 地域別データグラフ 1(立地他)
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曲輪数
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第166図 地域別データグラフ2(曲輪数他 )
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第 2節 地域別特色
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第167図 地域別データグラフ 3(堀長 さ他 )
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第 1章 城館の構造等について

部 は見 られないが、丘陵の城郭 も各曲輪は小規模なが ら、集合体 として外郭部 としての機能 を有 していた

可能性 もあろう。

4.堀 につ いて (第 4表、第166図 )

横堀セット数については、東飾地域に多 く、次いで多いのが、山武・市原・印藩 0千葉地域である。逆

に少ないのは長生・夷隅地域で、安房地域には殆ど無い。

堀切数については、夷隅・長生・君津地域が突出し、東飾・印膳地域が極端に少ない。これは、丘陵の

城郭が尾根の堀切を多用するからである。

竪堀数については、夷隅・君津地域が突出している。概念図作成者の見方もあるだろうが、丘陵の城郭

の施設として、充実した構造を有する地域 として良いであろう。

堀の長さについては、東飾地域が800m余 と突出し、印藩 0千葉 0山武・市原・君津地域が400m前後で

土塁の長さとほぼ一致する。逆に短い地域は長生・安房地域である。堀は、台地では丘陵の様な天然の斜

面距離が少ないから長 く、丘陵の城郭は短いといえる。なお、長生地域の堀の短さは、数は多いが尾根筋

が馬の背状の為、堀切の長さも短 くなったものであろう。

5。 土塁 につ いて (第 4表、第167図 )

土塁の長さについては、東飾地域が500m、 次いで印藩・千葉 0山武 0君津地域が400m近 く、長生・安

房地域が100m前後である。長生・安房地域の丘陵城郭では、堀の長さと同様、比高のある急斜面自体が天

然の防御施設 となっているためであろう。

土塁状尾根については、長生・夷隅・君津地域に見られるが、他地域にはほとんど見られない。これは、

丘陵の馬の背状の尾根を有効に利用したものであろう。

6.特 殊構 造 につ いて (第 4表、第167図 )

折れ歪み数については、東飾 0山武地域が突出し、次いで印藩 0千葉地域、次いで市原・君津・香取地

域、次いで海匝・夷隅地域、殆 ど見られないのが、長生・安房地域である。台地状のある程度の平場がな

いと造れないものであり、逆に丘陵城郭では八方に延びる尾根筋による地形の複雑さが、人為的な折 り歪

み構造を不要なものにしたためではないだろうか。

枡形虎口については、千葉・ 山武 0君津地域に多 く、不明確な枡形虎口については、香取地域に若干多

い傾向である。前者については、16世紀半ば以降の後北条氏の進出の影響ではないだろうか。また、後者

については、香取地域、つまり、大須賀・国分氏の築城意識の表れでなないかと考えられる。

7.地 名 につ いて (第 4表、第167図 )

「掘之内」は、低地の居館跡に残る地名 とされる。しかし、千葉県内の発掘調査例は少なく、データ表

に掲載した地名は、台地や丘陵の城館の下に見られるものも掲載した。よって、地域による傾向は、現時

点ではあまり意味がないが、千葉・夷隅・君津地域では殆 ど見られないのは、何か意味があるかもしれな

い。

「要害」は、香取・海匝 0夷隅・市原・安房地域にやや多 く、千葉には殆 ど見られない。
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第2節 地域別特色

「城山」は、東飾・香取・ 山武 0市原・ 安房に多 く、印膳・ 千葉・ 海匝・ 長生・夷隅地域 には殆 ど見 ら

れない。

「根小 (古)屋」は、香取・ 山武・ 夷隅地域に多 く、長生・安房地域 に少ない。他地域 はほぼ同様であ

る。

「宿」は、山武地域が突出して多 く、次いで千葉・ 市原・ 長生地域 に多 く、少ないのは東飾・ 海匝・ 安

房地域である。

「根小屋」は、16世紀後半以降の城郭に伴 う傾向があるとされ、「宿」は、城下町の萌芽的機能であるこ

とが推測 されているが、街道筋に伴 うもの、 またその街道が近世以降のものである可能性 も考慮する必要

があろう。山武地域に宿が突出して多い理由は不明であるが、他は時期的なものを考慮 しなければならな

いので、次節で改めて検討 したい。
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第 1章 城館の構造等について

第 3節 地域、時期、城・城主クラス別特色

本節では、地域毎に①曲輪数、②曲輪面積、③堀の種類、④堀・土塁の長さ、⑤特殊構造の有無、⑥城

館関係地名の有無、等について、各城館の最終段階の時期、さらに各段階の城及び城主クラスを分けて、

その変化を検討したものである。なお、集計表 (第 5表)やグラフ (第 165図～第173図 )の作成に当たっ

ては、データ表 (第 3表)を元にしているが、発展過程を見やす くするために、時期を I期→Ⅱ期→Ⅲ期

→Ⅳ期→V期に、城及び城主クラスをEク ラス→Dク ラス→Cク ラス→Bク ラス→Aク ラスという順に並べた。

なお、第 1節でも触れたが、時期、城・城主クラスについては、その多 くが仮定である。また、数値は平

均値である。

1。 東葛飾地域 (第 12図～第19図 )

東葛飾地域は破壊された城館跡が多 く、概念図や測量図等の資料が少ないので、データとしては少ない

ことを考慮しなければならない。

(1)曲輪数

主要郭数は、HttDク ラス (金井野城跡)は 3、 Ⅲ期はDク ラス (佐津間城跡 1)→ Cク ラス (松 ヶ崎城

跡・箕輪城跡・増尾城跡他 2.3)→ Bク ラス (小金城跡・手賀城跡 7)と増加する。

腰曲輪数は、HttDク ラスは存在しない。HI期 はDク ラス (2)→ Cク ラス (8)→ Bク ラス (14)の順に増

カロする。Ⅱ期Dク ラスとした例は、金井野城跡のみであるが、東飾地域の広大な台地上に占地することから、

腰曲輪の代わりに主要郭が 3と 多 く造られている可能性 も考えられる。

(2)曲輪面積

I ttDク ラスは14,000m2弱、Ⅲ期はDク ラス(14,000m2余 り)→ Cク ラス(27,000m2弱 )→ Bク ラス(180,000m2

弱)へ と増加する。外郭部は、Ⅱ期にはなく、Ⅲ期Dク ラス・Cク ラスは13,000m2で ぁるが、特にⅢ期Bク

ラス (小金城跡・手賀城跡)の外郭部は100,000m2近 くに突出して広大である。

0)堀の種類

横堀のセット数は時期に限らず 2～ 3前後 と県内では多 く、堀切は殆 ど見られない傾向がある。しかし、

堀切 と竪堀はⅢ期Cク ラスで0.5前後と若干見られるようになる。Bク ラスにはないが、斜面部の発掘調査に

よって検出される可能性は高いことが考えられる。

に)堀 0土塁の長さ

空堀の長さは、Ⅱ期Dク ラスで820m、 Ⅲ期はDク ラスOCク ラスは300m代であるが、Bク ラスは2,600m

と大幅に増加する。

土塁の長さは、Ⅱ期Dク ラス(270m)→Ⅲ期Dク ラス(400m)→Cク ラス(約460m)→ Bク ラス(約800m)の 順

に増加する。

(5)特殊構造

折 り歪み数は、Ⅱ期Dク ラスは2.0と 低いが、Ⅲ期はやや増加 し、Dク ラスは4.0、 Cク ラスは2.5、 そして

Bク ラスは9.0と 大幅に増加する。

明確な枡形虎回は、Ⅲ期Cク ラスに0.2と 僅かに存在する。

不明確な枡形虎口も、Ⅲ期Cク ラスに0.2と 僅かに存在する。

-154-




